
広

報

農作業好スタート！！

春
よ
来

い
。
早
く
来

い
。

北
国

の
人
は
、
冬

の
間

い
つ
も

春
を
待

っ
て
い
る

と
言

っ
て
も
過

言
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

以

外

に
多

か
っ

た
今
年
の
雪
も

、

春
先

の
好
天

続
き
で
す

い
ぶ
ん
早

く
消
え
て
し

ま

い
ま
し

た
。

こ
の
早

い
雪

ど
け
で

、
農
作
業

も
順
調
な

進
み
具
合

の
よ
う

で
す
。

蓬
田

村
農
協
に
う

か
が
う

と
、

種
蒔
き
は
例

年
よ
り
四
－

五

日
早

い
と

い
う

こ
と
で
す
。

長
期
天
気
予

報
を
も

と
に
坂
本

生
産
販
売
課
長

に
収
量
予

想
と
農

作

業
へ
の
指

導
点
を
聞

き
ま
し

た
。

「
長
期
予
報

は
、
夏

が
良

く
、

五
月

は
寒
暖

の
差

が
大
き

い
と
出

て

い
ま
す
。

夏

が
良

い
と
い
う

こ

と
で

、
豊

作

が
期
待
で

き
ま
す

が
、
花
見

ど

き

に

ビ
ニ
ー

ル
（

ウ
ス
内

の
温

度

管
理

を
充
分
や

ら
な

い
と
、
タ
チ

ガ
レ
、
む

れ
な
い
病
の
発
生

が
心

配

さ
れ

ま
す
。

。
苗
七
分
作

″
と

言

い
ま
す

か
ら

、
健
苗
作
り

を
心

が
け
て
下

さ

い
。
」
と

の
こ

と
で
し

た
。
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広　報　よ　も　ぎ　た

●
昭
和
6
3年
度
村
の
予
算

●

十
二
億
六
千
八
百
万
円
で
ス
タ
ー
ト

き
び
し
い
財
政
下
に
村
経
済
の
安
定
を
求
め
る
！

当
初
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

蓬
田
村
長
　
八
戸
良

次

郎

村
長

に
就
任
し
て

、
初
め
て

の

当

初
予
算
を
編
成
し

た

が
、「
豊

か

で

住
み
よ

い
蓬
田
村

づ
く
り
」

を

心

が
け
た
つ
も
り

で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
こ
こ
数
年
間
は
財
政

が
き

び
し

い
の
で

、
年
間

予
算
を
目

標

と
し

、
財
政
（

資
金
な

ど
）
の
流

れ
は
ど
う

あ

る
べ
き
か
を
考
慮

の

う

え
、
数
度

に
わ
た
る
査
定

と
協

議

を
重
ね
作
り

ま
し

た
。
村

政
の

運
営
は
、
長

期
的
展
望
に

立
つ
の

が
本
筋
と

考
え

、
継
続

事
業
は
当

然
優
先

さ
せ

、
新

規
事
業

は
、
財

政
と
に
ら
み

合
わ
せ
て

と
り
上

げ

ま
し
た
。
行

政
運
営
は
毎

年
く

猫
の
目

の
よ
う

に
変

る
べ
き
も
の

で
な

い
こ

と
は
申
す
ま

で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

今
年
度

予

算
は
緊

縮
を

旨
と
し
な

が
ら
も
、
公

共
土
木
事

業
、
農
林

漁
業
事
業

の
継
続
を
主

体
に
、
産
業

構
造
基

盤
の
整
備
振

興
を
求

め
、
村
経
済

の
安
定
を
期

す
る
こ

と
に
重
点

を
お
き
ま
し

た
。

当
面

の
緊

急
課
題

は
、
水
田
農
業

確

立

対

策
事

業

の

う

ち

、

転

作

物

の
定

着
化
の

た
め
の
集
団
化

、

大
型
機

械
（
汎
用
コ

ン

バ
イ

ン
等
）

の
充

分
な
活
用
に
よ

る
生
産

の
増

大

を
心

が
け
、
最
近

評
価
を
高

め

つ

つ
あ
る
、
蓬
田
ト

マ
ト

の
主

産

地
形

成
に
も
意
を
用

い
ま
し

た
。

そ
の
他
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
答
え

ら

れ
る
よ
う
最
善

の
努
力

を
心

が

け
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
令
化
時

代
に
対
応

す

る
方
策
も
配
慮

を
加
え

、
教
育

、

観
光
開
発

、
村

お
こ
し

、
商
工

業

の
発
展
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振

興
に
も

意

を
用
い
ま
し

た
。

き

び
し

い
財

政
下

、
村
民

に
心
配

の

か
け

る
こ

と
の
な

い
よ
う

に
、
健

全
財
政
確

立
に
職
員
一
同
頑
張

り
ま

す
。

御

協
力
を
お
願

い
し

ま
す
。

る
お
金

本
村

の
歳
入
予
算
に
地

方

交
付

税
が
占
め

る
割
合
は

、

７

億
８
、
０

０
０
万
円
で

、

全
体

の
6
1・
５
％

を
占

め
て

い
ま
す
。

次

い
で

村
税
の
１
億
６

、

７
１
９
万
円

（
Ｂ
・
２
％

）

繰
入
金

、
村
債
と
な

っ
て

お

り
ま
す
。

歳
入

に
占
め
る
村
税

等
の

村
独
自

の
財
源

（
自
主
財
原

）

は
、
２
億

７
、
４
６
０
万
円

で
、

2
1、
６
％

と
な
り

、
地
方
交

付
税
等

の
依
存
財
源

が
7
8、

４
％
で

、
歳
入

の
大

部
分
を

占

め
て

冖
ま
す
。

る
お
金

歳
出

を
性
質
別
に

み
る
と

、
職

員
等

の
給
与
な

ど
の
人
件
費

が
ト

ッ

プ
と
な
り
、
次

い
で
農
道
整
備

や
河
川

改
修
等

の
投

資
的
経
費

、

村

の
長

期
借
入
金

返
済
の
公
債

費
、

物
件
費

、
団
体

へ
の
補
助
費

等
一

部

事
務
組
合
負
担
金

の
補
助

費
等
、

給
食

セ
ン
タ
ー
等

の
特
別
会
計

へ

の
繰
出
金

、
維
持
補

修
費
、
扶
助

費
と

続
い
て

い
ま
す

。

昭和63年度予算

歳
入
の
内
訳

、
歳
出
の
目

的
別

（
議

会
費
、
総

務
費
～
予
備

費
）

内

訳
や
主
な

事
業
内

容
に

つ
い
て

は
、
次

ペ
ー

ジ
を

ご
ら
ん
く

だ
さ

い
。

2

入

出



・議員報酬　　2,230 万円

・議員活動昔　　242 万円

・交通安全対策費　207 万円

・広　報　 紙………165 万円

・瀬辺地駅自転車置場

……………82万円

・漁業センサス調査…31万円

広　報　よ　も　ぎ　た

・村営牧場運営費………1,011 万円

・阿弥陀川農道整備事業費

……………2,424 万区

・農免農道整備事業……1,135 万円

・長科農道整備事業………290 万円

・瀬辺地地区特排事業……477 万円

・水田農業確立対策事業…566 万円

・農地流動化奨励金………514 万円

・集団間伐事業……………526 万円

・蟹田地区環境整備事務組合

負担金…………2,275 万円

・母子衛生費………138 万円

・診療所トイレ改修費

……………240 万円

・老人保健事業費1,130 万円

・婦人の健康づくり事業

……………122 万円

・出稼援護関係費……21 万円

昭和63年度予算

・小学校線道路改良事業費

……………3.000 万円

・郷沢３－６号線道路改良事業費

……………2,500 万円

｜

依

存

財

源

２

村税 …… …… …1ｨ意6,719万 円
(13.2%)

繰 入金　　　　　　6,200 万 円

(4.9%)

ら
3.5
％

心

'分担金及び負担金1,010 万円

使用料及び手数料　981 万円
財産収入　　　　　285 万円

繰越金　　　　　1,500 万円
諸収 入　　　　　　765 万円

地 方交 付税

(61.5%)　　7 億8,000 万 円

国庫支 出金

(3.9%)　　　　4,997 万 円

県 支 出金

(5.0%)　　　　6,374 万円

村　 債

(4.6%)　　　　5,920 万円

八
3.4
％

心

'地 方 譲与 税　　　2,500 万 円

利 子 割 交付 金　　　140 万 円
自動 車取得税交付金1,400 万 円|

丘 通安全対策特別交付金　　100 万円

･板木沢川河川改修事業費1,800万円

・蓬田漁港改修負担金 ‥･800 万円

･広域消防事務組合負担金3,602 万円

・ 防 火 水 槽 新 設工 事900 万円

・ 広瀬警鐘 台新設工事　130 万円

・小 学 校 費…………1,642 万円

・中 学 校 費…………1,226 万円

・ 幼 稚 園 費…………1,446 万円

・ 公 民 館 費…………2,032 万円

・ス キー場 運営費 ……106 万円

・給食センター繰出金　2,850 万円

・元金……………10,741 万円

・利子……………7,360 万円

〇出るお金　1,268,910,000円　入る

お金〇
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・老人福祉費………413 万円

・防犯対策費………171 万円

・児童手当…………720 万円

・保育所費………5,812 万円

・児童館費………1,422 万円

・高根墓地線舗装工事費…180 万円
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・阿弥陀川地区ため池整備事業

……………1.010 万円

・海水浴場運営費……………40万円
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国
民
健
康
保
険

国

民
健
康
保
険

事
業
特
別
会

計

予
算
額
は
、
三
億

六
千
四

百
四

十

三
万

七
千
円
で

、
前

年
度
に
比

べ
、

二
千
四
百

二
十
五
万

七
千
円
（

七

％

）
の
増
額

と
な

っ
て

い
ま
す
。

医

療
費
は
年

々
増
加
し

て

お
り

ま
す

が
、
本
年

は
と
く
に
老
人

保

健
拠
出
金

が
、
二
千
四
百

万
円

昨

年
よ

り
多
く

、
拠

出
金
額

が
一
億

三
百

八
十
六
万

と
、
一
億
円

を
突

皈
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し

た
。

世
帯
当
り
税

額
は
、
十

九
万

九

議 会 費
12,112円

会特

計別

千
二

十
円

と
な
っ
て

お
り

ま
す

が
、

医

療

費
と
し

て
支

払
わ
れ
る

お
金

は

、
三

十
四

万
二
千
円

、
老
人
拠

出
金

十
四
万

九
千
円

で
合
計
四

十

九
万
一
千
円

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

二

人
当
り
六
十
二
万
円
）

予
算
額
は
、
二
億
五
千
四
百
九

十
二
万
三
千
円
で
前
年
度
よ
り
九

亘

二
万
一
千
円
（
三
、
六
％
）
の

増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
特
別
会
計
は
、
七
十
才
以

そ
ん
み
ん
ひ
と
り

あ
た
り
出

る
お

金

民 生 費
31,475円

上

の
す

べ
て

の
お
年
寄
り

の
医

療

費
を
支

払
う

た
め
の
も

の
で
、
国

民
健
康
保
険

、
そ
の
他
共

済
組
合

等
か
ら
七
割

、
国

庫
支
出
金
二

割

、

県
支
出
金
〇

、
五

割
、
村

が
○
、

五
割
の
割
合
で
負
担
し
て
い
る
も

の
で
す
。

本
年
度
の
予
算
を
お
年
寄
り

Ｉ

人
当
り
で
見
ま
す
と
、
六
二
万
二

千
円
と
な
り
ま
す
。

予
算
額
は
四
千
九
百
六
十
五
万

六
千
円
で
四
百
八
十
万
七
千
円
の

減
額
と
な
り
ま
す
。
同
特
別
会
計

予
算
を
児
童
、
生
徒
、
幼
稚
園
一

人
当
り
で
み
ま
す
と
約
八
万
八
千

四
十
二
円
に
な
り
ま
す
。
経
費
別

会特

計別

に
見

る
と
給
食
費

で
は
、
年
間
児

童
三
万
三

千
三

百
円

、
生
徒
三
万

七
千
円

に
な
り
ま
す
。

給
食
費

は

三
年
間
据
え
置
き
に
な
り
ま
し
た
。

な

お
、
児
童

、
生

徒
五

十
三
人

の

減
少

で
す
。

昭和63年度予算

｛

合計　298,356円

公 債 憫
42,562円

予 備 費
1,375円

慓 頸高

教 育 費
36,265円

消 防 費
14,347円

土 木 費
33,261円

商 工 費
903円

農林水産業費

46､020 円

労 働 費
122円

衛 生 費

14､784 円

総 務 費
62,350円

広　報　よ　も　ぎ　 た

4

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

老

人

保

険

会特

計別

特
別
会
計
の
予
算
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貸出しスタート

蓬田村は鰊御殿

広　 報　 よ　 も　 き　 た

国

民
年
金

の
第
一
号
被

保
険

者

と
任
意
加
入
者

が
納
め
る

『
国

民

年
金
保
険
料

』
は

、
昭
和
六

十
三

年

四
月

か
ら
月

額
七
、
七
〇
〇
円
（
付

加
保
険
料

は
月

額
四
〇
〇
円

の
ま

ま

）
に

改
定

さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎

年
金
は
、
こ

の
保
険

料
を
納

め
た
期
間
に
応
じ

て
年
金

額

が
算
出

さ
れ
ま
す
し

、
途
中
で

事
故

が
あ

っ
た
場
合

の
障

害
基
礎

年
金
や
遺

族
基
礎
年
金

は
、
保
険

料
を
納

め
て

い
る
こ

と
が
年
金
受

給

の
要

件
と
な
り
ま
す

の
で
、
忘

れ
な

い
で
吶
め
ま
し
ょ
う

。

昭
和
六
十
三
年
三
月
分
ま
で
の

昭
和
六
十
二
年
度
の
保
険
料
の
納

期
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月
末
日

で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
期
限
ま

で
に
納
め
て
、
将
来
の
年
金
受
給

を
確
か
な
も
の
と
し
た
い
も
の
で

す
。

旧国民年金の

六
十
二
年
度
分
は

＼

４
月
が
納
期
限

老齢年金支払日

旧
国

民
年
金

の
老
齢

年
金

の
支

払

期
月

が
、
昭
和

六
十
三

年

か
ら

年

六
回

こ
一
月

、
四
月

、
六
月

、

八
月

、
十
月

お
よ

び
十
二
月

）
に

改

め

ら

れ

、
支

払
日

に

つ

い
て

も
変
更

さ
れ
ま
し

た
。

旧
国

民
年
金

の
老
齢
年
金

の
支

払
日

は
、
従
来

、
銀
行
な

ど
で
は

六
日

、
郵
便
局

の
現
金
支

払
い
は

十
四

日
、
郵

便
局

の
預
入
扱

い
は

六
日
と
定

め
ら

れ
て

い
ま
し

た

が

昭
和

六
十
三
年

か
ら
は

ど
の
支
払

方
法

で
あ
っ
て

も
、
す

べ
て

十
五

日

と
な
り
ま
し

た
。

こ
れ
は

、
旧
国

民
年
金

の
老
齢

年
金
に
限
ら

れ
る
も

の
で
す

。
社

会
保
険
庁
で

支
払

い
を
行
う

年
金

に
つ

い
て

、
年
金
種
別

ご
と
に
支

払
期
月

と
支
払
日
を
整
理
す
る
と
、

支払 期 月ﾉ

日

年 金 種別　 ＼

支 払 期 月

支　　 払　　 日

銀 行
郵 便 局

現 金 預 入

旧国 民 年 金の

老 齢 年 金

２ 月・ ４ 月 ・ ６月

８ 月・10 月 ・12 月
15 日 15 日 15 日

旧国 民年 金の

通算 老 齢年 金 ２月 ・ ５ 月

８月 ・11 月

６日 14 日 ６ 日

上 記 以 外 の

年　　　　 金
１ 日 11 日 １ 日

次
の

表

の
よ
う

に
な

り
ま
す

。

２
・
４
・
６
・
８
・
1
0
・
1
2
月
の
十
五
日

東郡６町村の教育委員会で

構成する東郡視聴覚ライブラ

リー（通称）は、61年度に制

作を始めたビデオによる「昔

っこ」の３作目を発表し、こ

のほど貸し出しに入りました
Ｏ

これは、各町村の昔話や言

い伝えをビデオで残そうとす

るもので、個人や団体に自由

に貸し出しをするものです。

今回の当村作品は、広瀬出

身の田中福松少年が北海道に

渡り漁業で大成功をおさめた

という実話で、村の青年会が

練習に練習を重ね立派な影絵

に出来あがりました。

ビデオは１巻に６町村分か

収録され、１時間ものとなっ

ています。申し込みは、社会

教育課へどうぞ。無料です。

ガス漏れ警報器の交換・取

付けを装った詐欺（さぎ）事

件が県南地方で多発しており

ます。

これは、ガス会社員を装っ

て中古の警報器を取付け、新

品の代金をだまし取るという

ものです。

犯人は、年齢30～50歳位で、

身長160～170センチメートル

の面長、やせ型、長めの髪を

しており、作業服やジャンパ

ーを着ています。

犯人は、３～４人のグルー

プになっている可能性もあり

ます。

充分、気をつけてください。

駐在所からご注意！

民生課から5

変更

国
民
年
金
保
険
料

月
額
７
，
７
０
０
円
に

昭
和
6
3年
４
月
か
ら
改
定
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四

月
一
日

、
県
立
図
書

館
で
辞

令
受

理
後

、
蓬

田
駅
に
着

く
。

南
東
に
雪

を
か

ぶ
っ

た
八

甲
田

連
峰

が
青
空

に
く
っ
き
り

浮
ん
で

い
る
。
西

に
大
倉
岳

、
北
東

に
下

北

の
釜
臥
山
、
朝
比
奈
岳

の
雄
姿
、

そ
の
中
を
フ

ェ
リ
ー

が
ゆ
う

ゆ
う

社会教育に来ました

県派遣の坂本作です

と
航
海
し
て
い
る
。

こ
の
美
し
い
景
色
や
自
然
に
恵

ま
れ
た
蓬
田
村
の
人
達
は
、
心
豊

か
な
人
ば
か
り
だ
ろ
う
と
想
像
す

る
。役

場
の
玄
関
ド
ア
を
押
す
。
一

瞬
、
な
ま
生
か
い
風
が
全
身
に
よ

つ
か
っ
て
来

る
。

社
会
教
育
課
長

の
前
で

挨

拶
を
す
る
。

メ

ガ
ネ

の

奥

か
ら
キ
ラ
リ

と
す
る

ど

い
眼
差
し

が
見
え

た
。

村
長
、
助
役

、
各
課
長

に
挨

拶
を
す
る
。
職
員
は
、

皆

親
し

み
の
あ
る
様
子
で
、

頑
張

れ
と
の

激
励

の
心

が

伝

っ
て
来
る
。

い
い
働
き

場
所

で
あ
る
な
と
思

っ
た
。

臨

時
教
育
審
議
会
で
は
、

生
涯

教
育
を
目

ざ
し

て
、

こ

れ
ま
で
の
学
校
中

心

の

考
え

方
か
ら
、
学

校
外

の

教
育

の
機
会
を

整
備
し

、

生
涯

学
習
体
系

へ
の
移
行

を
打

ち
出
し
て

い
る
。

今
ま

で
は
、
自
己

を
高

め
る
教
養
、
趣
味

の
学
習

を
単

に
個
人
的
な

レ

ベ
ル

で
満
足

さ
せ
る
も

の
だ
っ

た
訳

で
す

が
、
今

後
は
一

歩

進
め
て
学
習

の
成
果

を

地
域

活
動
へ

と
広

げ
、
生

き

が
い
を
見

い
出

せ
る
よ

う

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
前

任
地
・
青
森
市

立
造

道
小

学
校
　

現
住
所

・
青

森
市

浦
町

字
奥
野
二
七
四

の
九
）

昭
和
六
十
二
年
度
村
教
育
功
労
者
表
彰

昭
和
六
十
二
年
度
、
蓬
田
村
教

育
功
労
者
表
彰
式
が
、
三
月
二
十

五
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
表
彰
を
受
け
た
の
は

次
の
方
々
で
す
。

○
　
坂
本
洋
一
さ
ん
　
中
沢

○
　
稲
葉
　
宏
さ
ん
　
高
根

○
　
藤
本
郁
子
さ
ん
　
長
科

婦人長期研修に参加して

昭
和
六
十
二
年
度
婦

人
長
期
研
修
会
に
参
加

す
る
機
会
を
与
え
て
く

れ
た
行
政
と
家
庭
の
理

解
に
、
改
め
て
、
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。

初
め
は
、
正
直
に
言

っ
て
大
変
な
重
荷
を
背

負
っ
た
も
の
だ
と
不
安

で
し
た
。
見
る
人
見
る

人
、
皆
さ
ん
が
立
派
で

大
き
く
見
え
、
は
た
し

て
私
の
様
な
も
の
が
つ

い
て
行

け
る

だ
ろ
う

か
、
自
己

紹

介
も
う

ま
く
で

き
る
か
と
緊
張
し

て

い
ま
し

た
。

開

講
式
も
終
り

、
一
回
目
二
日

間

の
日

程
の
説
明

が
あ
り

、
び
っ

し
り

と
し

た
講
義
に
入
り
ま
し
た
。

こ

れ
ま
で
の
各

種
の
研
修

と
違

う
点

は
、
婦
人
教
育

の
地
域

に
お

け
る
リ

ー
ダ
ー

を
育

成
し

、
婦
人

教
育
活

動
に
諸
技
術

を
習
得
す

る

た
め

の
、
年
間
七
日

間
、
五

十
時

間

の
婦

人
教
育

の
長

期
研
修
な

の

で
す
。

対
象

は
、
県
内

各
婦
人
団

体
の

り

Ｉ

ダ
ー

及

び
婦

人

学

級

等

学

習
グ

ル
ー

プ
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
団

体
等

広
範
に
わ

た
り

、
そ
こ
で

情

報
交
換

を
す
る
教
育
研

修
な

の
で

す
。県

で

こ
の
様

な
研

修

が
も
う
け

ら
れ
る
事
は

、
近
年
の
社
会

、
経

済
状
況

が
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化

す

る
中

で
、
婦
人

の
生
活
や
意

識
も

変

容
し

て

い
る
の
で
、
そ

れ
に
あ

っ
た
知
識

を
身

に
つ
け

さ
せ
、
地

域

の
活
動

に
役
立
た
せ

る
目

的

だ

と
思

い
ま
す
。

こ
の
研
修

に
参
加
し
て

、
は
じ

め
て
、
事

の
重
大

さ
を
知

り
、
後

ず
さ
り
す

る
思

い
で
し

た
。

で
も

二

回
、
三
回

と
学
習
す

る
事
に
よ

っ
て
、
雰
囲
気
に
も
な
れ
、
地
域
、

年
令
の
差

を
忘

れ
、
講
話

を
聞

い

て
意
欲

が
出

て
き
ま
し

た
。

今
振
り

返
っ
て
見

る
と
、
苦
労

も
あ
り
ま
し

た

が
、
仲
間

も
で

き

ま
し

た
。

い
ろ

い
ろ
話
し

合

い
の

中
か
ら

、
自
分
を
見

る
目

が
開
け

た
様
な
気

が
し
ま
し

た
。

社
会

の
発
展
に
伴

い
、
私
達

は

井
戸

の
中

の
「

カ
フ
ス

」
で
あ

っ

て
は
な

ら
な

い
し

、
自
分

が
意

欲

を
持

つ
事
に
よ
っ
て

、
視
野

が
い

く
ら
で

も
開
け
て

い
く
事
に
気

が

つ
き
ま
し

た
。

講

師
の
お
話

は
、
大
変

立
派
で

得
る
こ

と
が
多

い
わ
け

で
す

が
、

い
ざ
地

域
に
帰
っ
て

、
実
践

に
移

そ
う

と
す

る
と
、
何

か
ら
手

を
つ

け
て
良

い
か
手

が
か
り

が
つ

か
め

ま
せ

ん
。

前
向

き
の
姿
勢

で
地
域

の
和

を

大

事
に
し
な

が
ら
、
こ

れ
か
ら
の

長

い
人
生
に
役

立
て
て

、
行

き
た

い
も
の
だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

どうぞよろしく

小野　富美子
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私
達
団
員

を
乗

せ

た
「
に
っ

ぽ

ん
丸

」
は
、

九
月

八
日

青
森
港
を

あ
と
に
、
韓
国

・
中
国

へ
と
出
航

し

ま
し

た
。

船
で
の
生
活

は
、
朝
食

の
あ
と

は
昼
以

外
夕

方
ま
で
講
義

・

ゼ
ミ

ナ

ー

ル
等

の
学
習
と
な
り

ま
す
。

講
義
で
は
、
青
森
県
の
現
状
や
人

間

と
し

て
大

切
な
こ

と
、

ゼ
ミ
ナ

ー
ル
で
は
「

高
齢

化
社
会

へ
の
対

応
」
「
恋
愛

・
結
婚
」

「
本
県
産

業

の
課
題
」

「
自
己

の
確

立
と
生

き
が

い
」
等

を
討

論
し
合

い
ま
し

た
。
そ
の
中

で
、
仲
間
意

識

が
生

青
年
の
船
随
想
録
③

広　報　よ　も　ぎ　た

い
つ
き
ま
す
よ
ご

と
話
し
て

い
ま

し

た
。

私
達

は
、
自
分

自
身

の
こ

と
だ

け
で

な
く
、
も
っ

と
視
野
を

広
げ

ア

ジ
ア

全
体
の
こ

と
を
考
え

る
こ

と
が
大

切
で
あ

る
と
思

い
ま
し
た
。

十
三

日
、
釜
山

を
出
航

、
戦
争

で
亡

く
な
っ
た
人

の
洋
上
慰
霊

祭

を
行

い
、
そ
の
後

、
洋
上
運
動

会

が
あ
り

ま
し
た
。

運
動
会

の
選
手

立
誓

を
私
か
す

る
こ
と
に
な
り

、

緊
張

の
あ
ま
り

と
ち

っ
て
し
ま

い

恥

を
さ
ら
し
、
宣

誓
を
と
ち

っ
た

つ

る
ち
ゃ
ん
（
誰

か
私
の
こ

と
を

中
国
人
は
心
豊
か
だ
っ
た

ま
れ
、
船
酔

い
で
倒

れ
て

い
る
人

の
看
病
、
ノ

ー
ト

を

と
る
者
、
洗

濯
し

て
く

れ
る
者
、
酒

の
買

い
出

し
に
走
る
者

、
だ
ん

だ
ん

「
に
っ

ぽ
ん
丸
」

と
い
う

家
族

に
な
っ
て

い
き
ま
す
。

九
月
十
日

、
最
初

の
寄

港
地
釜

山
へ
入
港

、
軍
港
と

い
う

こ
と
で

カ
メ
ラ
は

一
切
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
。

街
は

オ
リ

ン

ピ
ッ

ク
を
目
前
に

沽
気
に
あ

ふ
れ
、
夜

の
青
年
達
と

の
交
流
会
で

は
「
韓
国

は
日

本
を

目
標
に
突
き

進
ん
で

い
る
。

日
本

は
す

ば
ら
し

い
。
今

に
日

本
に
追

山
　
舘
　
清
　
人

つ
る

べ
に
似
て

い

る
と
言
う

こ
と

で
船

の
仲
間

か
ら
つ

る
ち

ゃ
ん
と

呼

ば
れ
て

い
た
。）
と
有

名
に

な
っ

て
し

ま
い
ま
し

た
。

十
四
日

、
大
連

に
入

港
。

日
中
友
好

交
流
会
で

は
、

中
国

の
青
年
達

と
知
事
の

た
た
く
太
鼓
に
合

わ
せ
て

の
ね
ぶ
た
の
乱
舞

、
夜
は

雑

技
団
の
芸

を
見

な

が
ら

の

パ
ー
テ
ィ
。

囗
か
ら

火

で

も
出
そ
う

な
度

数

の
強

い
酒
で
、
あ

い
さ
つ

の
た

び
に
「

カ
ン

ベ
イ
」

と
い

つ
て

乾
杯
す

る
の
で
一
気
に
酔

っ

て
し
ま

い
ま
し

た
。

十

六
日
、
最
後

の
寄
港
地

、
青

島

に
入

港
し
ま
し

た
。
記
念

の
植

樹

を
行

い
、
ま

た
こ
の
地
を
訪

れ

た
時

、
成
長
し

た
樹
と
と
も

に
日

中
友
好

の
絆

が
深

ま
っ
て

い
る
こ

と
を
願

い
ま
し

た
。

十

七
日
夜

、
中
国

を
あ

と
に
青

森

へ
出

航
し
ま
し

た
。

ゼ
ミ
や

ブ

ロ
ッ
ク
別

活
動
の
ま
と
め
の
発
表

、

フ
ェ

ス
テ

ィ

バ
ル
の
準
備
に
大

わ

ら

わ
で
す
。
フ

ェ
ス
テ

ィ

バ
ル
の

あ

と
は
、
さ
よ
う

な
ら

パ
ー
テ
ィ

で
す
。
二

週
間

の
短

い
間
な

の
に
、

仲
間
と
肩
を
抱
き
思
い
き
り
泣
き

ま
し

た
。

ま

る
で
夢

の
よ
う

な
二
週
間

で

し

た
。

日
本

は
物
質

に
恵

ま
れ
豊

か
だ

と
言

わ
れ
て

い
ま
す

が
、
私

の
出

逢
っ

た
韓
国

や
中
国

の
人
達

は
、

私
達
よ
り

も
ず
っ

と
心

が
豊

か
だ

っ

た
よ
う

に
思

わ
れ
ま
す
。
戦
争

と

い
う

暗

い
過
去

を
越
え
て
両
国

の
人
達
は
日
本
と
の
友
好
を
深
め
よ

う

と
し
て
い
ま
す
。
私
達

も
ま

た
、

無
関
心

で
は
な

く
、
次
代

を
担
う

若
者

で
あ
る

と
い
う

立
場

を
わ
き

ま
え

、
そ
の
使
者

と
し

て

の
役
割

を
果

た
す

べ
く

、
も
っ

と
国

際
的

な

視
野
を
広

げ
て

い
か
な
け

れ
ば

な
ら

な
い
と
思

い
ま
す
。

そ
し

て
ま

た
、
同

じ
県
内

に
住

む
多

く
の
同
年

代
の
若
者
達

と
も

出
逢

い
ま
し

た
。

船
で
吸

収
し

た

内
容

は
、
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
て

も
何

か
共
通

の
も

の
を
感
じ
ま
し

た
。

船
で

の
経
験
を

そ
こ
で
終

わ
ら
せ

る
こ

と
な
く

、
貴

重
な
経
験

を
今

後
生

か
し

て
行

き
た
い

と
思

い
ま

す
。私

は
、
県
青

年
の
船
団
員

で
あ

っ

た
と
い
う
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

自
分

の
可

能
性

を
試
す

こ

と
が
で

き

た
船

で
の
貴
重
な
経
験
を
胸
に
、

こ

れ
か
ら
自
分

の
人
生
や
地
域

の

た

め
に
く
じ
け

る
こ
と
な
く
前

進

し
て
行

き
た

い
と
思

い
ま
す
。

最

後
に
、
こ

の
よ
う

な
体
験

が

で

き
る
機
会
を
与

え
て
く

れ
た
、

村
長

は
じ
め
役
場

の
皆

様

、
青
年

会

の
皆

様
、
私

の
家

族
に
感
謝
し

ま
す
。

三
回

目
の
県

青
年
の
船

が
出

港

す

る
時

は
、
数
多

く
の
村
内

の
若

者

が
乗

船
す
る

こ
と
を
期
待
し

て

い
ま
す

。

（

編
集

の
都
合
で
、
本
人
の
原

稿
を

縮
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）

社
会

教
育
課

で
は
、

昭
和

六
十
三

年
度

も
、

学
級

、
講
座
を
開

設
し

ま
す
。

概
要

は

、
次
の

と

お
り

で
す
。

▼
青

年
教
室

・
募

集
人
員三

十
五

名

・
開

催
回
数

年

六
回

・
対
象
　

若
者

（

男
女
問

わ
ず
）

▼

婦
人

学
級

・
募
集

人
員二

十
五

名

・
開

催
回
数
　

年
七
回

・
対

象
　

婦
人
（
年
齢

問
わ
ず

）

▼
成
人

大
学
講
座

・
募

集
人
員
　

四

十
名

・
開

催
回
数
　

年
六
回

・
対
象
　

成
人

（
男

女
問
わ
ず

）

▼

ふ
る
さ
と
家
庭

教
育
学
級

・
募

集
人
員
　

三

十
名

・
開

催
回
数
　

年
六
回

・
対

象
　

小

、
中

、
高
校
生

を

持

つ
親

ど
の
学
級
も
、
四
月

か
ら
受
付

を
行

っ
て

い
ま
す

の
で
、

ど
し

ど

し

お
申
し

込
み
下

さ

い
。

お
待

ち

し
て

お
り
ま
す
。

申

込
み
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
社
会
教
育
課

〉

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　

二
七
－

二

一
一

一

教育委員会から

学級・講座案内
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労　 賃

作　 業　 名 単　　位 標　準　額 備　　考

水

田

作

業

肥 料 散 布 10a 当り ５００ｓ区画･末区画同額

改良資材散布 μ 500b μ

除　　　　草 μ 500pj
μ

育　　　　苗 １枚当り 500s μ

病 害 虫防 除 10a 当り 500n μ

人　　夫　　賃 １日 4,500* ﾉﾌ

機械作業請負料金

作　 業　 名 単　　 位 区画 標準額 未区画

水

田

作

業

水 田 耕 起
トラクター
10a 当り 4300^ 標準額は30ア

ールです。

・
区画の10a

～20a まで
は10％高

･10a 未満は
15％高

・未区画は20
％高

田

植

苗 持 ち μ 26,500*

苗 な し μ 6,000 円

荒 代 か き μ 2,150b

代　 か き // 4300.

荒代同時仕上 17 5,060b

刈脱

取穀

ハベ スター μ 6*50  On

コンバイン 7/ 14,000*

乾

燥

生 乾 燥 60kg 800b

補助乾燥 11 500n

畑

作

業

畑　 耕　 起 10a 当り 4,1 oa

バ ッ ク ホ ー 1時間当り 1 )000p!
油もち

ト レ ン チャ 1時間当り 1 ≫000b

蓬
田
村
農
業
委
員
会
が
、
農
家

の
利
益
を
守
り
、
農
業
経
営
の
安

定
化
を
は
か
る
た
め
蓬
田
村
農

業
機
械
銀
行
と
協
議
を
し
、
別
表

の
と
お
り
蓬
田
村
農
業
労
働
力
協

定
賃
金
を
定
め
ま
し
た
。

お
互
い
に
協
定
賃
金
を
守
り
、

農
業
の
発
展
に
向
け
が
ん
ば
り
ま

たぎもよ報広

(単位：円)
へ-

ヽヽ ～.｡ 、　　　　　 時　　 間

区　 分　　
‾`｀``｀`｀

｀` 丶`` ゛
へ``｀` 丶`,

‾'ペ ベ

９時 ～

12時

12時～

17時

17時 ～

21時

９時 ～

17時

12時～

21時

９時～

21時

ア

リ

｜
ナ

ス
－ア
｜

ジ
含
む

貸

切

り

営 利 目的
入場料なし 12,500 25,000 25,000 37,500 50,000 62,500

入場料あり 25,000 50,000 50,000 75,000100,000125,000

非営 利

目　的

アマスポーツ
文化的行 事 500 500 600 1,000 1,100 1,600

冠 婚 葬 祭

※1.
30,000

そ　の　他 1,000 1,000 1,200 2,000 2,200 3,200

貸

切

り
以

外

団　 体

※2.

児童・生徒 100 100 200 200 300 40C

一　　 般 300 300 400 600 700 1,000

個　 人
児童･生徒 50

一　　 般 100

研

修
室

営　　　　　 利 600 600 800 1,000 1,400 1,800

非 営 利 目 的 200 200 250 400 450 650

村 内に 住所 を有 し ない者 上記の金額の２割増

（備考）　１．　使用料には附帯設備及び器具を含むものとする。但し スポットライト使用の場合は3,000円

ジュ
ータン使用の場合は3,000円を徴収する。

２． 暖房使用の場合は実費相当額を徴収する。
※1. 設備、後かたずけの日を含む。 ※2. 20 名以上、20名までごと。

蓬田村標準小作料設定協議

会（［1］本兼光会長）は、昭和

62年から65年までの小作料標

準額（下表）を決め ました。

これは、農地を貸す大と借

りる人のトラブルを避け、耕

作者の経営に支障を来たさな

いようにと３年ごとに設定し

ているものです。

今まで小作料は、定額のお

金を貸している大に払うこと

になっていましたが、62年の

法律改正によって、これから

は農業委員会の承認を得た場

合は物納もできることになり

ました。

しかし、物納は、小作料の

標準額と比較して著しく高く

することはできません。

(10a 当り）

田

南　地　区(昌, ‰ ∩ 32,000 円

北　地　
区

（昌 幃詐 ）29,000 円

畑 全　 地　 区 8,000 円

蓬
田
村
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
が
、
四
月
一

日
か
ら
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

結
婚
披
露
宴
な
ど
の
冠
婚
葬
祭

に
ア
リ
ー
ナ
を
使
用
す
る
と
、
今

ま
で
は
六
千
四
百
円
の
料
金
で
し

た
が
、
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
、
ジ
ュ
ー
タ

ン
の
使
用
料
も
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら

れ
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
室
に
つ
い
て
は
今
ま
で
と

同
じ
で
す
。

ど
う
ぞ
、
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流

し
健
康
な
生
活
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

農林水産課・農業委員会から

ト
レ
セ
ン
使
用
料
変
更

8

冠
婚
葬
祭
に
使
う
と
三
万
円

標準小作料

決定される／農

業
労

働
力

協

定

賃

金

決

定



広　 報　 よ　 も　 ぎ　 た

四
月
十
日
設
立
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

宮
本
地
区
会
誕
生
！

会
長
に
三
上
孝
俊
さ
ん

宮
本
地
区
会
が
、
四
目
十
日
に
茴
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
フ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
設
立
総

会
に
お
い
て
正
式
に
発
足
し
ま
し
た
。
設
立
ま
で
の
足
あ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
五

十
四

年
度

に
蓬

田
中
学

校
向

か
い
に
十
戸

の
宅

地

が
分
譲

さ

れ
、
昭

和
五
十
八

年
度

に
三

十

戸

の
村
営
住
宅

が
で

き
ま
し

た
。

そ

の
後
、
間

も
な
く
「
こ

の
地

区
に
も
自
治
組
織
が
必
要
で
あ
る
」

「
私
達
は
、

ど
こ

の
集
落

と
し

て

村
民
体
育
祭
に
出
れ
ば
い
い
ん

だ
」

と
い
う
地
元

の
声

が
高
ま

っ
て

い

ま
し

た
。

昨
年
八
月

に
、
行
政
連

絡
（
回

覧
板
等

）
を
ス

ム
ー

ズ
に
行

う
た

め
、
総

務
課

が
こ

の
地
区

の
方

々

に
集
ま
っ

て

い
た

だ
い
た
時
に
も

「
自
治
会

を
設
立
し

た
い
の
で

、

ぜ
ひ
役
場
が
手

を
貸
し
て

ば
し

い
」

と
強

い
要

望

が
出

さ
れ
ま
し

た
。

三
月
三

十
一
日

に
「
（
仮
称

）

宮
本
地
区

自
治
会
設

立
に
か

か
る

打
合

せ
会
」

が
役
場

の
音
頭
で

開

催

さ
れ
、
九
人

か
ら
な
る
設

立
準

備
委

員
会

が
発
足
し

ま
し

た
。

四

月
四

日

、
設
立
準
備
委
員

会

で
総
会
に
向
け

た
議
案
の

検
討

が

な
さ

れ
、
名

称
は
宮
本
地
区

会
に

会

費
は
一
人

一
ヵ
月
二
百
円
に
、

五
月

に

は
清
掃
作
業

と
親
睦

会
を

開
催
す

る
こ
と
に
、
ま

た
、
こ
の

地
区

に
新

た
に
発
足
す

る
母

と
子

の
集

い
へ
の
補

助
等

が
計
画

さ
れ

ま
し

た
。

更

に
、
設

立
準
備
委
員
会

の
人

達

が
一
戸
一
戸

を
訪
問
し

、
会
へ

の
加
入
を
勧

め
て
歩
く
努
力

が
払

わ
れ
、
加
入

者
は
三

十
八
人

（
世

帯

）
に
至

り

ま
し

た
。

四

月

十
日

の
設
立
総
会

は
、
出

席

が
三

十
名
と
出
足

は
好
調

で
、

会
則
案

、
事
業
計
画
案

、
収
支
予

算
案

と
原

案
通
り
に
承
認
さ
れ
、

い
よ

い
よ

役
員
の
選
出

に
入
り

、

副
会
長

に
は
工

藤
義
正

さ
ん

、
監

査
委
員

に
は
坂
本
宏

明
さ
ん

と
太

田

信
雄

さ
ん

が
選

ば
れ
ま
し

た
。

し

か
し
、
会
長

は
そ
の
場

で
決

定
出

来
ず
、
設

立
準
備
委
員
会

に

託

さ
れ
、
十
二

日
三

上
孝

俊
さ
ん

に
決
ま
り
ま
し

た
。

新

生
宮
本
地
区

会
を
、
皆

さ
ん

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願

い
し
ま
す
。

うまい話にご用心

最
近
悪
質

な
訪
問
販

売

が
増
え

て

い
ま
す
。

方
法

は
新

製
品
の
普

及
や
説
明
会

と

い
う
名

目
で
人

を
集

め
、
商
品

を
買
わ

せ
る

『
Ｓ
Ｆ
商

法
』
や
、
『
ア

ポ
イ

ン
ト

メ

ン
ト
商
法

』『
キ
ャ

ッ

チ

セ
ー
ル
ス
』『
ホ
ー

ム

パ
ー
テ

ィ
商
法
』『
か
た

り
商
法

』『
開
運
商
法
』

『
原

野
商
法
』

『
儲
け

た

い
商
法

』
等
色

々
あ

り
ま
す

。
こ

れ
ら

の
訪

問
販

売
に
は
こ
ん

な
点

に
気

を
つ
け
て
下

さ

い
。

《
セ
ー

ル
ス
の
目
的
、
会
社

・
商

品

名
を
よ

く
確
か
め
ま
し

ょ
う
。

》
　《
う
ま

い
話
に
は
ウ
ラ

が
あ
つ

ま
す

か
ら

注
意

し
ま
し
ょ
う

。
》

《
買
う
前

に
、
今
一
度

考
え
ま
し

ょ
う

。
》
　《
自
分

の
気
持

ち
や
態

度

を
は

っ
き
り
し
ま
し

ょ
う

。
》

《
契
約
書

は
よ
く
読

ん
で
、
自
分

で
印
鑑

を
押
し
ま
し

ょ
う

。
》
　《

解
約
は

ク
ー
リ

ン
グ

ー
オ
フ
（

七

日
間

）
の
期
間
内

に
す

す

め
ま
し

ょ
う
。
》

な
お
、

消
費
に
関
す

る

苦
情

・
相
談
は
、

青
森
県
消

費
生

活

セ
ン
タ
ー
へ

お
願

い
し
ま
す

。

登
○

一
七
七

―
二
二
－

三

三
四
三

苦
情
や
相
談
は
、
行
政
相
談
員
へ

こ

と
こ

と
力
决
り
ま
し

た
ら

行
政
相

談
員
へ

お
気

軽
に

ご
相

談

く

だ
さ
い
。

た
と
え

ば
、

○
　

騒
音
、
振
動

、
悪

臭
等

の
公

害
に
な
や
ま

さ
れ
て

い
る
。

○
　

登
記

、
国

土
調
査

、
農
地
、

年
金
等
で
困

っ
て

い
る
。

○
　
道
路
や

側
溝

が
破
損
し
た
り
、

交
通
安
全
施

設

が
な

く
て
危
険

で
あ

る
。

相

談

は

無

料

で

、

口

頭

、

電

話

、

手

紙

の

い

ず

れ

の

方

法

で

も

か

ま

い

ま

せ

ん

。

相

談

を

受

け

た

行

政

・
　

●
　・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・

相

談

員

は

、

秘

密

を

守

り

親

身

に

お

世

話

す

る

こ

と

に

な

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

ご

刊

羽

く

だ

さ

冖

。

総務 課から

○
蓬
田
村
行

政
相
談
員

氏
名
　
張
　
間
　
キ
　
ョ

住
所
　
蓬
田
村
大
字
長
科
字
川

瀬
一
一

電
話
　
二
七
－

二
四
三
二

○
青
森
行
政
監
察
事
務
所

青
森
市
新
町
二
丁
目
四
－

二
石

電
話
　
青
森
三
四
１
三
三
五
囚

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

納
得
が
い
か
な
い

困
っ
て
い
る

要
望
し
た
い

9



広　 報　 よ　 も　 ぎ　 た

３月２２日

防災計画見直し、水防計画策定される

災

害
か
ら
村
民

の
生
命

。
財
産

を
保
護
し

、
迅
速

か
つ
的
確
に
対

処
す

る
た
め
の
措
置

と
し

て
災
害

予
防

、
災

害
応
急
対

策
、
災

害
復

旧
、
そ

の
他
の
災
害
対

策
等
の
基

礎

的
事
項

に
つ
い
て

、
総
合
的
か

つ
計
画
的

な
防
災

行
政

を
推
進
す

る
必
要

が
あ

る
と
さ

れ
て

い
ま
す
。

三

月
二

十
二

日
開
催
さ

れ
た
蓬

田
村

防
災

会
議

で
は
、
昭
和
四

十

六
年

に
策
定

さ
れ
た
「
蓬
田
村

地

域
防
災

計
画

」

を
社
会
情
勢

の
変

化

、
各

関
係
機
関

の
防
災
体
制

の

変
化

に
対

応
し
た

も
の
と
す

る
た

め
、
大
幅

な
内
容
修
正

を
加
え
ま

し

た
。

計
画
に
よ

り
ま
す

と
、
大
雨

警

報
、
暴
風
雨

警
報
等

の
警
報

が
発

表
さ

れ
、
災

害
発
生

の
お
そ
れ

が

あ

る
時
は

、
村
長

が
本
部
長

と
な

り

役
場
職
員
及

び
消
防
団

で
構
成

さ
れ
た
災
害
対

策
本
部

を
設
置
す

る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

対

応
す
る
災

害
種
類
は

、
豪
雪

、

林
野
火
災

、
危
険

物
等
災
害

、
地

震

、
津
波
、
海
上

流
出
油
及

び
海

上

火
災

、
航
空
機

事
故

に
よ

る
災

害

と
広
範
囲
に

わ
た
る
も
の
で
す
。

ま

た
、
村
は
救
援

物
資
、
応
急

復
旧

資
器

材
を
備
え

、
防
火
水
槽

を
計
画

的
に
整
備
し

、
河
川
の
改

修

計
画

を
推
進
す
る
こ

と
等

が
決

め
ら
れ
て

い
ま
す
。

同

じ
日

に
蓬
田
村
水
防

協
議
会

も
開
催

さ
れ
、
水
災
害

か
ら
村
民

の
生
命

、
財
産
を
保
護
す

る
た

め

の
「
蓬
田
村

水
防
計
画
」

が
新
し

く

策
定
さ

れ
ま
し

た
。

水
防
法
に

、
「
村
は

、
そ

の
区

域
内

に
お
け

る
水
防
を
十
分

に
果

た
す

べ
き
責
任

を
有
す
る
」
「

水

防
区

域
内

に
居
住
す

る
者
は

、
水

防
に

協
力
し

な
け

れ
ば
な
ら
な

い
」

と
定

め
ら

れ
て

お
り

、
水
防

警
報

が
発
せ

ら
れ
る

と
こ

の
計
画
に
よ

り
処
理
す

る
こ

と
に

な
り
ま
す
。

こ

の
計
画

は
、
水
防

組
織
、
水

防
体
制

、
水

防
活
動
等

に
つ
い
て

具
体
的
に
書

か
れ
て

お
り
、
や
む

を
得
な

い
場

合
は
、

地
元

民
の
応

援
を
求

め
る
こ
と
も
あ
り

、
避
難

命
令
を
発
す

る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

災

害
は
、
忘

れ
た
頃

に
や

っ
て

く
る
と
申
し
ま
す

。
　
　
　
　
　

一

充

分
気

を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

村民の生命・財産を守る消

防団の組織が新しくなり、４

月５日新体制で春の火防演習

が実施されました。

新体制は表のとおりですが、

新就任は、本団では団長の坂

本秀行さん、副団長の高田重

義さん、団付部長の櫛引武義

さん、小鹿秀敏さん、分団長

では、第１分団吉田竜一さん、

第２分団張間勇三さん、第３

分団武井金治さん方々です。

本　団

職　 名 氏　　　 名 住　 所

団　　　 長 坂　 本　 秀　 行 長科

副　団　 長 吉　 田　初　 男 阿弥陀 川

μ 越　 田　 悦　夫 瀬辺地

μ 高　 田　重　 義 郷沢

本団々付

部　 長

櫛　 引　 武　 義 中沢

小　 鹿　 秀　 敏 長 抖

津　 島　　　 勲 蓬田

越　 田　 喜代信 広 瀬

八　 幡　 一　 郎 高根

新団長に坂本さん

分　 団

職　 名 氏　　　 名 団員数

第一 分団長 吉　 田　 竜　一 25人

第二 分団長 張　間　 勇　三 25人

第三分団長 森　　　 清　 秀 21人

第四分団長 武　 井　 金　 治 24 人

第五分団長 高　 田　 精子雄 25 人

第六分団長 木　 戸　 準　 悦 23 人

第七分団長 武　 井　 良　 一 22 人

第八分団長 八　 幡　 敏　 雄 23 人

さん（60才・長科）です。

お父さんの茂雄さんも団長

でありましたので、２組目の

親子団長となりました。

消防大学校団長科を60年に

卒業された新団長「計画的予

防対策を実現したい」「魅力

ある団づくりをしたい」と意

欲充分であります。

総務課から 1

0

伝統ある

蓬田村消防

団に、４月

１日新団長

が就任しま

した。

坂本秀行

消
防
・
防
災
は
ま
か
せ
て
！



広　 報　 よ　 も　 き　 た

「
な
ん

と
清
潔
に
整
理

さ
れ
た

部
屋

な
ん

だ
ろ
う

」

と
い
う

の

が

私
の
第
一
印

象
。

今
回

は
、
蟹
田
警
察
署
蓬

田
警

察
官

駐
在
所

へ
の
取
材

で
あ
る
。

ま

さ
に
中

肉
中
背

の
、
キ
リ
リ

と
制
服

を
着
用
し

た
お
巡
り

さ
ん

が
笑
顔
で
迎
え
て

く
れ
た
。

「
警
察
は
コ
ワ

イ
も
の
」

と
先

入

観
の
あ
る
私

も
、
全
く
コ
ワ

さ

を
感
じ
な

い
。

む
し
ろ
、
優
し

さ
を
感
じ

さ
せ

る
こ
の
人

、
正

式
に
は
青
森
県

巡

査
部
長

と
い
う

肩
書
き

の
長
内

政

昭
さ
ん

だ
。

あ
ま
り
大

き
く
な

い
部
屋

の
北

側
に
は
棚

が
置
か
れ
、
植

物
の
鉢

が
四

十
個

ほ
ど
韭
ん
で

い
る
。

長
内

さ
ん
は
、
金
木
町

出
身

の

三

十
四

才
。

大
学

進
学
予
定
で
あ

っ
た

が
、

家
庭

の
事
情
で
断
念
し

、
警
察
官

に
な

っ
た
。

昭
和
四

十
七
年

の
拝

命
と

い
う

か
ら

、
今
年
で
十
七

年
目
。

黒
石

警
察
署
を
振

り
出
し

に
弘

前

、
五
所

川
原

と
転
勤
し

、
眸

六

十
二

年
三
月

当
地
蓬

田
へ
着

任
。

「
そ
の
鉢
は
何

で
す

か
」

と
聞

く

と
、
「
エ

ビ
ネ
」
「
ウ
チ

ョ
ウ
ラ

ン
」

と
袮
す
る
野

生
ラ

ン
だ
っ
た
。

「
素

朴
さ

が
好

き
」

と
い
う

こ

の
趣
味
は
六

年
前

か
ら
始
め
た
が
、

今

で
は
、
イ

シ
ズ
チ

と

い
う

希
少

種
を
四

種
六

株
も
所
有
す

る
程
に

な
っ
た
。

「
難
し

い
ん
で
し
ょ
う

ね
」
の

質

問
に
は

、
「
サ
ツ
キ
よ

り
は
育

て
や
す

い
ん
で
す
よ
」
と

の
答
え
。

趣
味

と
し

て
は
、
こ

の
外
に
イ

ワ
ナ
専
門
の
釣
り
も
や
る
と
い
う

。

「
村

の
人

に

匸
言
」
と
言
う

と
、

「
子
供

に
は
、

囗
が
ス
ッ

パ
ク
な

る
程
車
や

危
険
箇
所

に
対
す
る
注

意
を
し
て
下

さ

い
」

と
の
こ

と
。

小
学

校
一
年
生

の
娘
を
先

頭
に

、

一
男
二

女
の
父
で

あ
る
。

長
内

巡
査
部
長

、
趣
味
に

仕
事

に
今
日

も
頑
張

る
。

み
～
つ
け
た
３

吋内 の　 多 くの 踏

の りが 広 く な っ て

／ヽる こ と を 、 ご 存

旺|で し ょ う か 。

海 峡 線 に そ な え

て広 くさ れ まし た。

で も 、 広 く なっ

たか ら 安゙ 心､、 と

い うこ とで は あ り

ませ ん 。 充 分 気 を

つけ ま し ょ う。

駐
在
所
か
ら

現
場
は
そ
の
ま
ま
1
1
0番

警
察

で
は
、
皆

さ
ん
の
日
常

生

活
を

お

び
や

か
す

よ
う
な
犯

罪
を

防
止
し

、
犯
罪
や

事
故
の
な

い
明

る
く
住
み
よ

い
街

づ
く
り

の
た
め

「
県

民
の

た
め
の
警
察
」

を
基
本

姿

勢
に
掲

げ
、
日
夜

パ
ト

ロ
ー

ル

活

動
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

し

か
し

、
皆

さ
ん

が
も
し

も
、

何
ら
か

の
犯

罪
や
被
害

に
あ
わ

れ

た
り
、
ま

た
、
身

の
回
り
で

事
件
、

事
故

が
発

生
し

た
な
ら

ば
、
で
き

る
だ
け

『
現

場
を
そ

の
ま
ま
の

状

態
に
し
て

一
一
〇
番
』

を
ダ
イ

ヤ

ル
し
て
下

さ
い
。

現

場
に
は
、
指

紋
・
足
跡

・
髪

の
毛

あ
る

い
は
犯

人
の
身
体

に
つ

い
た
ホ
コ
リ

、
チ

リ
な

ど
の
犯

人

に
直
結
す
る

資
料
が
た
く

さ
ん
残

さ
れ
て

い
る

か
ら
で
す
。

な
お
、
警
察

官

が
到
着
す

る
ま

で
に
、
更

に
次
の
点
に
も

注
意
さ

れ
る
よ
う

お
願

い
致
し
ま
す

。

●
負
傷
者

が
現
場
に
倒

れ
て

い
た

ら
、
す

べ
て
に
優
先
し

て
応
急

手
当
を
し

た
り
、

病
院
へ
運

ぶ

な

ど
の
措
置

が
必
要

で
あ
り
ま

す

が
、
そ
の
際
、
負

傷
者
の

倒

れ
て

い
た
位
置
や
方

向
な

ど
’に

チ

ョ
ー
ク
な

ど
で

印
を
つ
け

、

そ

れ
ま
で
の
状
況

を
記

憶
で

き

る
よ
う

に
し
て
下

さ

い
。

●
屋
外

の
血
や
足

跡
な

ど
が
流
失

す

る
お
そ
れ

が
あ

る
と
き

は
、

バ
ケ
ツ
・
箱
な

ど
で
お

お
い
を

し

て
下

さ

い
。

談話 室

談話室
№3　　がんばる

長 内 政 昭 さん       

蓬田

ラ

ン
が
好

き
で
す

1

1



戸籍の

窓　囗

人 口 と 世 帯 数

(３月31日現在)

総人口　　4,253 人

男　　　2,050 人

女　　　2,203 人

世帯数　1,041 世帯

広　報　よ　も　ぎ　 た

（ 八 幡　 久 雄　 （ 高　 根 ）

奥 谷　 里 美　 （ 青 森 市 ）

1●●●●●●● ●●●･ ●●･ ●●●●●●●●●●●●●● ●●･ ●･ ●●●●●●●

（ 古 川　 武 弘 （ 阿 弥 陀 川

工 藤　 和 子　 （ 青 森 市 ）

戸籍の窓口・行事予定

ご結婚おめでとうございます

編
集
後
記

藤田定五郎　（中　 沢・84歳）

中村　平治　（蓬　 田・83歳）

藤田アヤメ　（中　 沢・86歳）

小野　 シサ　（瀬辺地・70歳）

武井　サナ　（蓬　 田・83歳）

張間　 亀男　（長　科・81歳）

田中勇次郎 （瀬辺地・74歳）

森　　 ミ子　 Ｏ嚇陀Jし85 歳）

小鹿　 キソ　（長　科・96歳）

八戸　しわ　（ 阿弥陀川・62歳）

張間　 勝繁　（長　 科・70歳）

三上　長順　（中　 沢・58歳）

木戸　 はる　（瀬辺地・78歳）

名古屋ヲミ　（中　 沢・90歳）

福井　 糟蔵 （郷　 沢・80歳）

福井丑五郎 （中　 沢・83歳）

堀　　 トヨ　（中　 沢・77歳）

八幡　 キワ　（高　根・86歳）

坂本　　 清　（中　 沢・83筬）

おくやみ申し上げます

▼
総

務
課
主
査
（
公

民
館
主
事

）
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
同

）

木
村
先

雄
▼
民
生
課
同
（

保
育
所
　

猪
股

智
栄
子

▼
中
央
公

民
館
主
事

主
任

保
母

）
金
枝
フ

ミ
▼
税
務
課
　

（

土
木
建

設
課
主

事
）
山
舘
輝
久

係
長
（

税
務
課
主
査

）
坂
本
大
▼
　

▼
同

用
務
員

（
役
場
用

務
員

）
池

農

林
水
産
課
同

（
農

林
水
産
課
同

）
田

マ
ツ
▼
中

学
校
同
（
児
童
館

同

）

津
島

永
孚

▼
農
業
者
ト

レ
ー

ニ
ン
　

青
木
百
合
子

▼
給
食

セ
ン
タ

ー
兼

グ
セ
ン
タ
ー
兼
務
（

農
林
水
産
課
　

務
（
運

転
技
能

員

）
小

野
勝
▼
役

同

）
八

戸
純
一
▼

農
業
者
ト

レ
ー
　

場
臨
時

労
務
手
（
臨
時

労
務
手

）

ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
用

務
員
（
保
育
　

坂
本
真

知
▼
保
育
所
同

（
同

同

）

所
用

務
員
）
工
藤
義
正

▼
土
木
建
　

坂
木
露
子
▼
児

童
館
同
（
同

同

）

設
課
係
長

（
土
木
建

設
課
主
査

）
　

小
鹿

秀
子

▼
退
職
（
中

学
校
用

務

佐

々
木

京
太
郎
▼
同
主

幹
（
農
業
　

員

）
福

浦
昭
子

定予事行月I
f

． １ｙ

５ 月

０３ ｒ
Ｄ
り
乙

４？
】

３冖
乙

８１ ６―
ｎ
／
｀

１ １１ ０１ ９ ６ 日

μ

陶
　

芸
　

教
　

室

狂
犬
病
予
防

注
射
・
登
録

μ μ
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12月～3月受付分

お誕生おめでとうございます

1

2

古 川　 直 樹　 （　 朗　
・

長 男 ）

●●●●●●●●●●●●●●●●● ●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●
坂 本 絵 美 子　 （　 豊　

・ ２ 女 ）

●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●疊●●●●●●●●暑● ●●●●●●●●●

藤 本　 康 幸　 （ 泰　 吉
・

長 男 ）

●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●

細 谷　 陽 子　 （ 忠　 行
・

長 女 ）

●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●● ．
大 宮　　 唯　 （ 裕　 保

・
長 女 ）

●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●

木 村　 直 登　 （ 義　 則
・

長 男 ）

●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●

沼 田　 沙 貴　 （ 秀　 樹
・

長 女 ）

●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●
坂 本　　 唱　 （ 寛　 人

・ ２
男 ）

●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●● ●●●●●●●
柿 崎　 和 人 （ 忠　 雄

・
長 男 ）

●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●

越 田　 春 香　 （ 悛　 春
・

長 女 ）

●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●
畠 山　　 剛　 （ 喜 美 雄

・
長 男 ）

（ 古 川　 武 利　 Ｏ 恆 陀 川

山 谷　 繁 美　 （　 μ　　 ）

●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●
（ 大 津　 敏 夫　 （ 郷　 沢 ）

加 藤 友 紀 子 （ 五 刑 原 市 ）

●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●
（ 青 木　 洋 二　 （ 阿 弥 陀 川

大 平　 久 美　 （ 青 森 市 ）

●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●
（ 中 村　 政 人　 （ 蓬　 田 ）

冬 津 美 代 子　 （ 岩 手 県 ）

●暑●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●
（ 工 藤　 正 利　 （ 青 森 市 ）

田 中　 礼 子　 （ 瀬 辺 地 ）

●● ●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●● ●●●●
（ 大 宮　 昭 人　 （ 郷　 沢 ）

櫻 庭　 直 美 （ 青 森 市 ）

久 慈　 隼 人　 （ 孝　 弘
・

長 男 ）

●●● ●●･ ●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●･ ●●戸 ●

津 島 友 里 恵　 （ 悛　 則
・

２ 女 ）

●●● ●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●
木 戸　 吉 勝　 （ 歳　 明

・ ２ 男 ）

●●● ●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●● ●●●●●●
青 木 佑 太 郎　 （ 七　

一 ・
長 男 ）

●●● ●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●

松 本 亜 佐 子　 （ 武　 秋
・

長 女 ）

●●●●●●●　 ●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●
武 井　 良 祐　 （ 富 治 男

・
長 男 ）

●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●
坂 本　 麻 実　 （ 忠　 則

・
２ 女 ）
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